
 

 

 

 

 

 

 

● 取組内容 

「笑顔いっぱいの学校」にするため、『手伝う』『教える』『助ける』などの行動を中心に友だちのよ

いところを見つけ、「ほっとはーとカード」を書きました。書いたカードは本人に渡して読んでもらい、

その後掲示して、誰でも見ることができるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 振り返り 

（６年生）クラスのみんなが、一生懸命たくさんいいところをみつけていていいと思いました。いいとこ

ろをみつけるのが楽しく感じました。 

（７年生）自分のいいところを言ってもらえてうれしく感じました。ほっとはあとカードをもらったとき

に自分の気持ちもホッとするし、あげた方もホッとするからとてもいいカードだと思いまし

た。 

（８年生）改めてみんなのことを考えることができるいい機会でした。普段は言い合うことができない感

謝の気持ちが言えてよかったです。 

（９年生）人に温かい言葉を書くと、こっちの心まで温かくなります。普段あまり人のことを見ないの

で、よい機会になりました。思っていても伝えられていないことが書けてよかったです。 
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「ほっとはーとカード」キャンペーン 

 

【掲示の様子】 

【記入したカード】 


